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横浜国立大学 山森理恵

市民性を育むための
内容重視の批判的言語教育の試み
－その意義と方法の検討－

第1回批判的言語教育国際シンポジウム 未来を創ることばの教育をめざして
内容重視の批判的言語教育（Critical Content-Based Instruction: CCBI）のその後
武蔵野大学 有明キャンパス 2018年７月１日 発表の流れ

•はじめに

•先行研究と本研究における「市民」と「内容」

•本研究における実践

•受講生の作文

•考察

• まとめ

•最後に

はじめに
•様々な対立、摩擦

•多様性を尊重し、異なる人々がよりよい関係を築き、共
に生きる社会を作っていくことが重要

•社会の構成員一人一人が様々な問題に気付き、弱い
立場や異なる立場から物事を捉え、解決策を考える

•教育が果たす役割は大きい

•日本語教育で、市民性を育む内容重視の批判的言語
教育を行うことが重要

先行研究

内容重視の言語教育CBI:content-based instruction 

Brinton, Snow & Wesche(1989)

「the concurrent study of language and subject 

matter, with the form and sequence of language 

presentation dictated by content material(p.ⅶ)」

佐藤・高見・神吉・熊谷(2015)

CBIにおける内容が何を指すかは、多様な捉え方

(p.15)

先行研究

内容重視の批判的言語教育CCBI:Critical Content-Based Instruction

佐藤・高見・神吉・熊谷(2015)

「自分の置かれた現状や社会に内在する社会的・

慣習的な前提を問い直し、その維持や変革に能動

的に関わって行こうとする」そのような「技能・知識

の習得、意識・視点・姿勢・態度の育成に焦点を置

く内容重視の言語教育(CBI)を特に「内容重視の批

判的言語教育(CCBI:Critical Content-Based 

Instruction)と呼ぶ。(pp.22-23)」

先行研究

市民

長沼(2003)

「共存しつつ、個と集団が、よりよきパートナーシッ

プを築き、価値を見いだす人々のことであり、まず

は敵対するとは考えない。そして、これらの人々

の集合体が、個の自立と自律、相互依存性と他

者性が共存する社会を生み出すのである。(p.8)」
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先行研究

市民

細川(2016)

「人が社会において他者と生活するためには、環

境としての集団や社会の中で、価値観の異なる他

者と共にどのように生きるかということが大きな課

題であろう。(pp.ⅳ-ⅴ)」

本研究における「市民」：

異なる価値観の他者と共に生きる

社会における問題に目を向ける

他者の立場、特に弱い立場に立って考える

問題の解決策を考える

➡本研究における「内容」

様々な社会問題において問題を指摘し、他者の

立場、特に弱い立場に立って考え、その解決策を

考える

本研究における実践
• 主に学部生対象、上級向けの日本語の授業、90分15週（2017年
度後期に実施）

• テーマに沿った内容を扱いながら日本語力を高めることをねらい
としたコース

• テーマ：「東日本大震災について、知る・学ぶ・考える」

東日本大震災や原発事故が人々にどのような影響を

与えたか

• 最終的な受講生：9名（中国5、香港・韓国・ロシア・モンゴル1）

• 内容学習を重視

• コースの目標：問題意識を持つ、批判的に考える力を身につける、
他者（異なる立場、弱い立場の人）を理解することができるように
なる、日本語でわかりやすく伝えることができる

コースの流れ

段階１：震災を数字やデータから見る

段階２：被災地で起きた問題、起きている問題を知り、考
える（グループでディスカッション・振り返りシートを記入）

段階３：自分たちでポスターを作成する、自分でテーマを
選んで発表し、レポートにまとめる

数字やデータの向こうにある問題を知る

問題と解決方法を考える

自ら問題を探しだす

本研究における実践

週 トピック 活動内容 活動の目的

1 ガイダンス、作文

2 震災概要
東日本大震災・熊本地震について、
データから見る

データから見る

3-4 津波被災地で起きたこと
ビデオ「その時ひとはどう動いたか」
視聴★

問題点と対策
を考える

5-6
原発事故が人々に与える
影響①

ビデオ「あの日から２年 福島のいま
を知っていますか（一部）」視聴★

問題点と対策
を考える

7 防災
グループで分担読解発表準備
『子どもたちに「生き抜く力」を―釜石
の事例に学ぶ津波防災教育 』

対策を考える

8
原発事故が人々に与える
影響②

ビデオ『大地を受け継ぐ（一部）』視
聴★

問題点と対策
を考える

9 防災（課題図書発表） 分担読解発表★ 対策を考える

10-12 自分たちの防災 グループで調査、ポスター作成
自分の問題と
して考える

13-15 テーマ発表 各自が選んだテーマを発表★
問題点と対策
を考える

レポート・作文提出 ★…グループディスカッション実施→振り返りシート記入

コースの詳細

週 トピック 活動内容 活動の目的

1 ガイダンス、作文

2 震災概要
東日本大震災・熊本地震について、
データから見る

データから見る

3-4 津波被災地で起きたこと
ビデオ「その時ひとはどう動いたか」
視聴★

問題点と対策
を考える

5-6
原発事故が人々に与える
影響①

ビデオ「あの日から２年 福島のいま
を知っていますか（一部）」視聴★

問題点と対策
を考える

7 防災
グループで分担読解発表準備
『子どもたちに「生き抜く力」を―釜石
の事例に学ぶ津波防災教育 』

対策を考える

8
原発事故が人々に与える
影響②

ビデオ『大地を受け継ぐ（一部）』視
聴★

問題点と対策
を考える

9 防災（課題図書発表） 分担読解発表★ 対策を考える

10-12 自分たちの防災 グループで調査、ポスター作成
自分の問題と
して考える

13-15 テーマ発表 各自が選んだテーマを発表★
問題点と対策
を考える

レポート・作文提出 ★…グループディスカッション実施→振り返りシート記入

段階
１
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週 トピック 活動内容 活動の目的

1 ガイダンス、作文

2 震災概要
東日本大震災・熊本地震について、
データから見る

データから見る

3-4 津波被災地で起きたこと
ビデオ「その時ひとはどう動いたか」
視聴★

問題点と対策
を考える

5-6
原発事故が人々に与える
影響①

ビデオ「あの日から２年 福島のいま
を知っていますか（一部）」視聴★

問題点と対策
を考える

7 防災
グループで分担読解発表準備
『子どもたちに「生き抜く力」を―釜石
の事例に学ぶ津波防災教育 』

対策を考える

8
原発事故が人々に与える
影響②

ビデオ『大地を受け継ぐ（一部）』視
聴★

問題点と対策
を考える

9 防災（課題図書発表） 分担読解発表★ 対策を考える

10-12 自分たちの防災 グループで調査、ポスター作成
自分の問題と
して考える

13-15 テーマ発表 各自が選んだテーマを発表★
問題点と対策
を考える

レポート・作文提出 ★…グループディスカッション実施→振り返りシート記入

段階
２

週 トピック 活動内容 活動の目的

1 ガイダンス、作文

2 震災概要
東日本大震災・熊本地震について、
データから見る

データから見る

3-4 津波被災地で起きたこと
ビデオ「その時ひとはどう動いたか」
視聴★

問題点と対策
を考える

5-6
原発事故が人々に与える
影響①

ビデオ「あの日から２年 福島のいま
を知っていますか（一部）」視聴★

問題点と対策
を考える

7 防災
グループで分担読解発表準備
『子どもたちに「生き抜く力」を―釜石
の事例に学ぶ津波防災教育 』

対策を考える

8
原発事故が人々に与える
影響②

ビデオ『大地を受け継ぐ（一部）』視
聴★

問題点と対策
を考える

9 防災（課題図書発表） 分担読解発表★ 対策を考える

10-12 自分たちの防災 グループで調査、ポスター作成
自分の問題と
して考える

13-15 テーマ発表 各自が選んだテーマを発表★
問題点と対策
を考える

レポート・作文提出

★…グループディスカッション実施→振り返りシート記入

段階
３

週 トピック 活動内容 活動の目的

1 ガイダンス、作文

2 震災概要
東日本大震災・熊本地震について、
データから見る

データから見る

3-4 津波被災地で起きたこと
ビデオ「その時ひとはどう動いたか」
視聴★

問題点と対策
を考える

5-6
原発事故が人々に与える
影響①

ビデオ「あの日から２年 福島のいま
を知っていますか（一部）」視聴★

問題点と対策
を考える

7 防災
グループで分担読解発表準備
『子どもたちに「生き抜く力」を―釜石
の事例に学ぶ津波防災教育 』

対策を考える

8
原発事故が人々に与える
影響②

ビデオ『大地を受け継ぐ（一部）』視
聴★

問題点と対策
を考える

9 防災（課題図書発表） 分担読解発表★ 対策を考える

10-12 自分たちの防災 グループで調査、ポスター作成
自分の問題と
して考える

13-15 テーマ発表 各自が選んだテーマを発表★
問題点と対策
を考える

レポート・作文提出 ★…グループディスカッション実施→振り返りシート記入

ビデオ「NHKスペシャル その時ひとはどう動いたか」
• 地震発生から津波到達までの間、人々はどう行動したか

• 町の人々を助けるために時間を費やし、結果的に妻と助
けようとした高齢の女性が命を落としたという男性の体験
など。

グループディスカッション、コメントシートの問い

• 災害が起きたときひとはどう動くかを踏まえて、どんな
災害対策が必要か

• 映像の中のケースを１つ選び、そういった事を防ぐた
めの提案

段階２の
活動例１ クリティカルな思考を促すための働きかけの例

学習者Ｉのコメントシート
Q.災害が起きたときひとはどう動くかを踏まえて、どんな
災害対策が必要だと思いますか。

まわりにどんな人がすんでいるのかを知らせること
が必要。

動くのが不便な人のための対策も必要。

それに対する教師コメント

確かにそうですね。では、（動くのが不便な人のために）
どんな対策が必要でしょうか。

週 トピック 活動内容 活動の目的

1 ガイダンス、作文

2 震災概要
東日本大震災・熊本地震について、
データから見る

データから見る

3-4 津波被災地で起きたこと
ビデオ「その時ひとはどう動いたか」
視聴★

問題点と対策
を考える

5-6
原発事故が人々に与える
影響①

ビデオ「あの日から２年 福島のいま
を知っていますか（一部）」視聴★

問題点と対策
を考える

7 防災
グループで分担読解発表準備
『子どもたちに「生き抜く力」を―釜石
の事例に学ぶ津波防災教育 』

対策を考える

8
原発事故が人々に与える
影響②

ビデオ『大地を受け継ぐ（一部）』視
聴★

問題点と対策
を考える

9 防災（課題図書発表） 分担読解発表★ 対策を考える

10-12 自分たちの防災 グループで調査、ポスター作成
自分の問題と
して考える

13-15 テーマ発表 各自が選んだテーマを発表★
問題点と対策
を考える

レポート・作文提出

ビデオ「NHKスペシャル あの日から２年 福島のいまを知っ
ていますか（一部）」
• 原発避難をする人々の家族の分断
• 原発避難をする子どもに対するいじめ
• 子どもたちへの心の影響

グループディスカッション、コメントシートの問い

• 家族の分断／子どもたちが学校でからかわれる／子ど
もたちの「心の被ばく」を解決するための対策がないか

段階２の
活動例２

週 トピック 活動内容 活動の目的

1 ガイダンス、作文

2 震災概要
東日本大震災・熊本地震について、
データから見る

データから見る

3-4 津波被災地で起きたこと
ビデオ「その時ひとはどう動いたか」
視聴★

問題点と対策
を考える

5-6
原発事故が人々に与える
影響①

ビデオ「あの日から２年 福島のいま
を知っていますか（一部）」視聴★

問題点と対策
を考える

7 防災
グループで分担読解発表準備
『子どもたちに「生き抜く力」を―釜石
の事例に学ぶ津波防災教育 』

対策を考える

8
原発事故が人々に与える
影響②

ビデオ『大地を受け継ぐ（一部）』視
聴★

問題点と対策
を考える

9 防災（課題図書発表） 分担読解発表★ 対策を考える

10-12 自分たちの防災 グループで調査、ポスター作成
自分の問題と
して考える

13-15 テーマ発表 各自が選んだテーマを発表★
問題点と対策
を考える

レポート・作文提出 ★…グループディスカッション実施→振り返りシート記入

段階３の
テーマ例

学生が選んだテーマ例
「韓国の地震」（地震対応の問題点と解決方法）
「魯甸地震と少数民族の住宅問題」
「仮設住宅のコミュニティ」
「黄砂」（黄砂がもたらす被害と対策）
「日本における未成年者のいじめ問題」など
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•否応なく問題意識を喚起するような題材

•段階を経る（考えることが苦手な人も、考えるトレーニン
グを経ることで）

• クリティカルな思考を促す問い

•様々な社会問題において問題を指摘し、他者の立場、
特に弱い立場に立って考え、その解決策を考えることを
目指す

本研究における実践 受講生の作文
• コース開始時と終了時で、受講生9名に変化があった
か

• コース初回の作文とコース終了時の同じ課題の作文を
比較

「あなたが東日本大震災・原発事故・自国の災害や大事
故について思うこと、考えられる対策について書いてくだ
さい。」（長さは自由）

受講生の作文
作文の記述内容を７つに分類

「事実」

「経験」

「感想」

「疑問・問題指摘」

「意見」

「立場（弱い立場に立った記述）」

「対策」

各項目の記述例
「事実」 (学習者I)

東日本大震災で大きい地震と津波があり、そのせいで近くの

原発施設にも被害が出てしまうことによって原子力物質が外

に出たのがさらに大きい問題になった。…

「経験」 (学習者I)

…その時、私はSNSを通じて地震被害が写っている写真や映像

を見た。ニュースにも毎日出ていて、地震のおそろしさを

知った。…

「感想」 (学習者Ｇ)

…私には震災の経験はありませんが、なくて、あまりくわし

くないのです。でも、この先はどうなるのか誰も分からない

ので、震災についてもっと知りたいです。

各項目の記述例
「疑問・問題指摘」 (学習者Ｃ)

…津波に被害された閖上地区の人々はお互い助け合うのが

良いことだが、他人を避難勧誘するによって命を失ったこ

とを見たら愛他行動の正しさに対して疑惑を持ってきた。

…このような愛他行動は本当に提唱していいのか。…

「意見」 (学習者Ｆ)

災害時に一番重要なのは正しい情報を確実に伝えること

です 。…

…防災教育において、強制的な防災教育を受けることよ

り、生徒と教員が自発的に防災教育に参加させるのが大事

なのではないかと感じました 。

各項目の記述例
「立場（弱い立場に立った記述）」 (学習者I)

…実際に震災を経て、悲惨な光景を見た子どもたちが、

その心の中で傷を負い、よその世界とのコミュニケー

ションが恐れていることもあるのではないかと思った。

…

「対策」 (学習者I)

…これから考えて、周りの老人の目録を作って、それ

を隣の人に知らせることだ。そして、震災の時、一緒

に逃げるようにすれば、もっと老人の死亡率は少なく

なると思う。
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コース開始時と終了時の作文の比較

学期開始時 学期終了時

事実 経験 感想

疑
問・
問題
指摘

意見 立場 対策 事実 経験 感想

疑
問・
問題
指摘

意見 立場 対策

学習者A 1 1 1 1 1

学習者B 1 1 1 1 1 1

学習者C 1 1 1 1 1 1

学習者D 1 1 1 1 1 1 1

学習者E 1 1 1 1 1 1

学習者F 1 1 1 1

学習者G 1 1 1 1 1

学習者H 1 1 1 1 1 1 1

学習者I 1 1 1 1 1 1

注）記述の長さ、量については、考慮していない

学習者Ｈの作文（コース開始時）
東日本大震災・原発事故

東日本大震災は東北地方に発生した。震度７で大き

な地震だった。それに伴い、津波が来て、原子力発

電所の事故による災害がありました。私はその時に

モンゴルにいました。モンゴルのテレビではその時

の日本の状態を直接放送されていました。津波やビ

ルの揺れなどが本当に怖かったので私はできるだけ

日本に手伝いしたかった。だから先生に鶴の折り方

を教えてもらって100羽つくっていた。

学習者Ｈの作文（コース終了時）抜粋
［津波対策について］私にとってはハード施設や自分
で考え判断することは両方とも防災に大事だと思う。

［避難者いじめについて］この問題を解決するのに一
番大切なものは政府や周囲の子供たちの親の役割だと
思った。

［モンゴルの寒雪害について］ゾドの影響で家畜を
失った人たちはウランバートルに移住してくる。固定
住居を買えるお金がないため、ゲルを組み立てて住む。
マイナス４０度を超える寒さを越えていくため、ゲル
を暖めるのに燃料として石炭、木等を使う。それは大
気汚染問題に大きい原因となっている。(略)私の考え
ている対策は他の県を早く発展させることに注目する
べきだと思う。

考察

コース開始時：「事実」「経験」「感想」が中心で

「疑問・問題指摘」 「意見」「立場（弱い立

場に立った記述）」「対策」の記述は限られ

ていた

コース終了時：「疑問・問題指摘」「意見」「立場」「対策」の

記述が増加

考察

•否応なく問題意識を喚起するような題材

•段階を経る

•クリティカルな思考を促す問い

➡問題を指摘し、他者の立場・弱い立場に立って

考え、解決策を考える態度・姿勢につながった

（市民性）

まとめ

•日本語教育において、

市民性を育む（クリティカルな思考をし、様々な

社会問題において問題を指摘し、他者の立場、

特に弱い立場に立って考え、その解決策を考え

る）ことを「内容」として批判的言語教育を行うこ

とに意義

•同様の取り組みが進んでいくことを期待
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最後に

•クリティカルであるというのは終わりのないサイ

クル

•クリティカルな思考をより深める方法や言語教育

との兼ね合いについて、さらに検討していくこと

が必要
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